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わが国は現在､ 超高齢多死社会にある｡ 地域
包括ケアシステムの構築は､ わが国にとって喫




















明らかになっている (石井, 2011)｡ がん終末
期患者の療養生活は１～数か月かけて安定する
(田代, 2014)｡ しかし､ 我が国の在宅でのエン
ド・オブ・ライフケアの期間はがんで平均約42


















Cognitions of families of patients with terminal cancer
in terms of transition from hospital to home care
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＊高知県立大学看護学部 ＊＊松江赤十字病院 ＊＊＊元島根県立大学看護学部








































































































５名､ 副介護者３名) であった｡ 年齢は40歳代～
80歳代であり､ 平均年齢は約64歳であった｡ 性別
は､ 女性６名と男性２名､ 故人との続柄は実子４
名､ 嫁２名､ 妻２名であった｡ 在宅介護中の同居・
別居の別は､ 同居６名 (Ａ, Ｂ, Ｃ, Ｄ, Ｅ, Ｈ)､








故人のうち１名 (故人２) は､ 在宅療養期間中に
一時的に入院し､ その後自宅での看取りとなった｡
退院後１か月以内に亡くなったケースは､ ２名








なお､ カテゴリーは【 】､ サブカテゴリーは





















の 年 齢 性 別
最 終 退





Ａ 主 同居 70歳代 女性 妻 28日 38日 １ 肺腺がん 80歳代前半 男性 ４ 自宅 10ヶ月
Ｂ 主 同居 40歳代 女性 実子 約30日8日＊ 25日
＊ ２ 肺がん 70歳代前半 女性 ４ 自宅 ６ヶ月
Ｃ 主 同居 80歳代 男性 実子
約74日 約30日 ３ 乳がん 100歳代前半 女性 ２ 病院
１年
２ヶ月Ｄ 副 同居 80歳代 女性 嫁
Ｅ 主 同居 80歳代 女性 妻
63日 ４日 ４ 肺がん 80歳代後半 男性 ３ 病院
２年
８ヶ月Ｆ 副 別居 50歳代 男性 実子
Ｇ 副 別居 50歳代 女性 嫁















































































































すよ｡ (中略) もう先がそんなにないので､ 本







































































｢特に変わらず､ とにかく今､ 今喜ぶこと､ 退
院できることとか､ 帰ったら何が食べたいとか､
常に不安にさせないというか (中略) 色々話し






























































ない＞において､ ある対象者は､ ｢(がんが) 転
移したのか､ とにかく腰が痛いと言われるのは











た｡ その後は､ 良くなったり､ 悪くなったりだっ
た｡｣ と語った｡ また､ ＜いずれ訪れる死を受
け入れる覚悟ができない＞において､ ある対象
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